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平成™š年˜™月™Ÿ日 水曜日 (号外第™Ÿš号)官 報

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
一
条

第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
一

項
及
び
第
七
条
（
同
令
第
十
二
条
第
一
項
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
三
百
二
十
三
号
）附
則
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、

平
成
二
十
三
年
以
後
の
年
の
所
得
に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
及
び
昭
和

六
十
年
国
民
年
金
等
改
正
法
附
則
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
福
祉
手
当
（
以
下
「
福
祉
手
当
」
と
い
う
。）

の
支
給
の
制
限
並
び
に
平
成
二
十
三
年
以
後
の
年
の
所
得
に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
及
び
福
祉
手
当
に
相
当
す
る
金
額
の
返
還
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
二
年
以
前
の
年
の
所
得
に
よ

る
支
給
の
制
限
及
び
返
還
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
大
韓
民
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

条
約
第
十
九
号

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
大
韓
民
国
政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
大
韓
民
国
政
府
（
以
下
「
両
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

平
等
及
び
相
互
利
益
の
原
則
に
基
づ
い
て
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
更
に
拡
大
し
、
及
び
強

化
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
及
び
気
候
変
動
と
い
う
世
界
的
な
課
題
へ
の
対
処
に
お
け
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
役
割
を

確
認
し
、

ま
た
、
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
に
存
在
す
る
友
好
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
分
野
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
千
九
百
九
十
年
五
月
二
十
五
日
付
け
の
日
本
国
政
府
と
大

韓
民
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
（
以
下
「
交
換
公
文
」
と
い
う
。）に
よ
る
取
極
に
基
づ
く
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に

お
け
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
緊
密
な
協
力
を
考
慮
し
、

ま
た
、
日
本
国
及
び
大
韓
民
国
の
双
方
が
千
九
百
六
十
八
年
七
月
一
日
に
作
成
さ
れ
た
核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る

条
約
（
以
下
「
不
拡
散
条
約
」
と
い
う
。）の
当
事
国
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

日
本
国
及
び
大
韓
民
国
の
双
方
が
国
際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
機
関
」と
い
う
。）の
加
盟
国
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

両
締
約
国
政
府
が
原
子
力
供
給
国
グ
ル
ー
プ
の
参
加
政
府
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
、

核
不
拡
散
、
原
子
力
の
安
全
及
び
核
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
る
方
法
で
原
子
力
の
平
和
的
利
用
を
追
求
す
る
と

い
う
両
締
約
国
政
府
の
誓
約
を
再
確
認
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

こ
の
協
定
の
適
用
上
、

æ

「
認
め
ら
れ
た
者
」
と
は
、
一
方
の
締
約
国
政
府
の
国
の
管
轄
内
に
あ
る
個
人
又
は
団
体
で
あ
っ
て
、
当
該
一

方
の
締
約
国
政
府
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
（
核
物
質
、
資
材
、
設
備
及
び
技
術
を
供
給
し
、
又
は
受

領
す
る
こ
と
並
び
に
役
務
を
提
供
し
、又
は
受
領
す
る
こ
と
を
含
む
。）を
行
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
も
の
を
い
う
。

た
だ
し
、
両
締
約
国
政
府
を
含
ま
な
い
。

ç

「
核
物
質
」
と
は
、
次
に
規
定
す
る
原
料
物
質
又
は
特
殊
核
分
裂
性
物
質
を
い
う
。

î

原
料
物
質
と
は
、
次
の
物
質
を
い
う
。

ウ
ラ
ン
の
同
位
元
素
の
天
然
の
混
合
率
か
ら
成
る
ウ
ラ
ン

同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
五
の
劣
化
ウ
ラ
ン

ト
リ
ウ
ム

金
属
、
合
金
、
化
合
物
又
は
高
含
有
物
の
形
状
に
お
い
て
前
記
の
い
ず
れ
か
の
物
質
を
含
有
す
る
物
質

そ
の
他
の
物
質
で
あ
っ
て
千
九
百
五
十
六
年
十
月
二
十
六
日
に
作
成
さ
れ
た
国
際
原
子
力
機
関
憲
章
（
以

下
「
憲
章
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
機
関
の
理
事
会
が
決
定
す
る
含
有
率
（
そ
の
受
入
れ
を

両
締
約
国
政
府
が
書
面
に
よ
り
相
互
に
通
報
す
る
も
の
に
限
る
。）に
お
い
て
前
記
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上

を
含
有
す
る
も
の

憲
章
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
機
関
の
理
事
会
が
決
定
す
る
物
質
で
あ
っ
て
前
記
の
物
質
以
外
の
も
の

（
そ
の
受
入
れ
を
両
締
約
国
政
府
が
書
面
に
よ
り
相
互
に
通
報
す
る
も
の
に
限
る
。）

@

特
殊
核
分
裂
性
物
質
と
は
、
次
の
物
質
を
い
う
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

ウ
ラ
ン
二
三
三

同
位
元
素
ウ
ラ
ン
二
三
三
又
は
二
三
五
の
濃
縮
ウ
ラ
ン

前
記
の
物
質
の
一
又
は
二
以
上
を
含
有
す
る
物
質

憲
章
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
機
関
の
理
事
会
が
決
定
す
る
物
質
で
あ
っ
て
前
記
の
物
質
以
外
の
も
の

（
そ
の
受
入
れ
を
両
締
約
国
政
府
が
書
面
に
よ
り
相
互
に
通
報
す
る
も
の
に
限
る
。）

特
殊
核
分
裂
性
物
質
に
は
、
原
料
物
質
を
含
ま
な
い
。

è

「
資
材
」
と
は
、
原
子
炉
に
お
い
て
使
用
す
る
物
質
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
の
附
属
書
Ａ
の
Ａ
部
に
掲
げ
る
も
の

を
い
い
、
核
物
質
を
含
ま
な
い
。

é

「
設
備
」
と
は
、
原
子
力
活
動
に
お
け
る
使
用
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
主
要
な
機
械
、
プ
ラ

ン
ト
若
し
く
は
器
具
又
は
こ
れ
ら
の
主
要
な
構
成
部
分
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
附
属
書
Ａ
の
Ｂ
部
に
掲
げ
る
も

の
を
い
う
。

ê

「
技
術
」
と
は
、
核
物
質
、
資
材
又
は
設
備
の
開
発
、
生
産
又
は
使
用
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
特
定
の
情
報

を
い
う
。
た
だ
し
、
利
用
可
能
な
情
報
で
あ
っ
て
、
更
に
提
供
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。

両
締
約
国
政
府
が
書
面
に
よ
っ
て
特
定
し
、
及
び
合
意
す
る
場
合
に
は
、
基
礎
科
学
的
研
究
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
も
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
的
資
料
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な

形
式
に
は
、
青
写
真
、
計
画
書
、
図
面
、
模
型
、
数
式
、
工
学
的
な
設
計
図
及
び
仕
様
書
、
説
明
書
並
び
に
指
示

書
で
あ
っ
て
、
書
面
に
よ
る
又
は
他
の
媒
体
若
し
く
は
装
置
（
デ
ィ
ス
ク
、
テ
ー
プ
、読
取
専
用
の
メ
モ
リ
ー
等
）

に
記
録
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
ま
た
、
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
援
助
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
よ

う
な
形
式
に
は
、
指
導
、
技
能
の
養
成
、
訓
練
、
実
用
的
な
知
識
の
提
供
及
び
諮
問
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。

ë

ê
に
い
う
「
開
発
」
と
は
、
設
計
、
設
計
の
研
究
、
設
計
の
解
析
、
設
計
の
概
念
、
試
作
体
の
組
立
て
及
び
試

験
、
試
験
生
産
に
係
る
計
画
、
設
計
用
の
資
料
、
設
計
用
の
資
料
か
ら
製
品
化
を
検
討
す
る
過
程
、
外
形
的
な
設

計
、
統
合
的
な
設
計
、
配
置
計
画
等
の
生
産
前
の
全
て
の
段
階
を
い
う
。

ì

ê
及
び
ë
に
い
う
「
生
産
」
と
は
、
建
設
、
生
産
工
学
、
製
造
、
統
合
、
組
立
て
（
取
付
け
を
含
む
。）、検
査
、

試
験
、
品
質
保
証
等
の
核
物
質
若
し
く
は
資
材
を
生
産
し
、又
は
設
備
を
製
作
す
る
た
め
の
全
て
の
活
動
を
い
う
。

Ÿ
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